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概要（２００字以内） 

フルオラス(fluorous)はaqueousに対応した造 

語であり１９９４年にHorváthとRábaiにより 

Science誌の論文で使用された。ペルフルオロ 

アルキル基の性質に基づく親フルオロカーボン 

性の意味として使われる。フルオラス溶媒は水 

と混和しない、有機溶媒と温度に依存した混和性 

を示す、密度が大きい、などの特徴を持つ。 

フルオラス性は有機合成や分離技術に利用されて 

いる。 

現状と最前線 

 １９９４年にHorváthとRábaiらはオレフィンのヒドロホルミル化を有機・フルオラス二相

系(FBS: fluorous biphasic system)で行った。このロジウム触媒１はトリ(ペルフルオロヘキ

シルエチル)ホスフィンを配位子として用いており、反応後にはフルオラス相より触媒を簡便

に分離回収できる。以来、フルオラス触媒反応(FBC: fluorous biphasic catalysis)は水素化

還元、ヒドロシリル化、酸素酸化反応など、数多くの触媒反応に応用され、生成物と触媒の効

率的な分離と触媒の再利用に供されてきた。化学量論量の反応においても試薬をフルオラス化

することで生成物との分離を簡便化する手法（フルオラス・タグ法）が Curran らにより開発

された。例えばペルフルオロブチル基で置換したエチルメチルスルホキシド２を用いる Swern

酸化反応やペルフルオロヘキシル基を有するカーボジイミド３とフルオラスホスフィン４を

用いた光延反応や５のようなフルオラス・ルイス酸による反応も報告されている。最近ではフ

ルオラス・タグ法はフルオラス保護基の開発と共に糖鎖合成やペプチド合成にも応用がなされ

ている。また、フルオラス溶媒が際だって高密度である性質を利用し、より高密度の試薬と組

み合わせた三相系のフェイズバニシング法も開発された。なお、フルオラス試薬に導入された

ペルフルオロアルキル基をフルオラス・ポニーテイルと呼ぶことも今では一般的である。 
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 分離に関しては当初の有機・フルオラス二相系の液・液抽出法に加えて、シリカゲルを用い

た固・液系の分離法が大きく進展している。例えば、ペルフルオロアルキル基で修飾したフル

オラス・シリカゲルはフルオラス化合物を保持できるため、有機系の生成物との分離に威力を

発揮する。フルオラス・シリカゲルがフルオラス鎖の識別能力に優れることを利用し、複数の

基質に鎖長の異なるフルオラス・タグを導入し、同一フラスコで反応させ、フルオラス・シリ

カゲルで分離するフルオラス・ミクスチャー合成法も開発された。この１０年あまりに報告さ

れたフルオラス関連の論文数は９００を越えており、極めて活発な新規分野となっている。 

フルオラス化学の総説 
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将来予測と方向性 

・５年後までに解決・実現が望まれる課題 

テフロンテープに触媒を吸着・脱着するGladysz法の効率化と一般化。 

マイクロリアクターと組み合わせた多相系反応の迅速化。 

回収率が高く安価で低揮発性のフルオラス反応溶媒の開発。 

糖鎖やペプチドの簡潔合成に有用なフルオラス保護基の開発 

・１０年後までに解決・実現が望まれる課題 

フルオラス化学の工業的応用 

フルオラス・タグ化試薬の低価格化とそれに伴う一般化と普及 

有機溶媒に置き換わる環境調和型フルオラス溶媒の一般化と普及 

高い分子認識能力を持つフルオラス素子の開発 
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